

























































　アメリカ財務会計審議会（Financial Accounting Standard Board：以下、FASBという）が、
正式に現在価値概念よる測定値について言及したのは、1984年に公表した「財務会計諸概念に


















































れらは 2000 年、「財務会計諸概念に関するステートメント 第７号、会計測定におけるキャッ
シュ・フロー情報および現在価値の使用：Using Cash Flow Information and Present Value
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個々の資産の内部収益率＊2（Internal Rate of Return）が使用されることもある 26。
*２：　当初の投資額と将来のキャッシュ・フローを現在価値に引き戻した金額の総額とが等しくなる
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